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い
ま
で
き
る
こ
と

〇
人
混
み
に
い
か
な
い

〇
外
出
後
は
念
入
り
に
手
洗
い

〇
ド
ア
ノ
ブ
や
よ
く
触
る
所
は
中
性
洗
剤
で
こ
ま
め
に
ふ

き
掃
除

〇
風
通
し
よ
く
換
気
し
ま
し
ょ
う

〇
暖
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
睡
眠
し
ま
し
ょ
う

月

〇
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺

炎
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
今
回
の
定
例
法
座
は
基

本
的
に
中
止
と
さ
せ
て
頂
き

限
定
的
に
行
い
ま
す
。
た
だ

し
蓮
如
上
人
の
仰
せ
の
よ
う

報

に
、
世
間
事
を
押
し
の
け
て

寺

聴
聞
し
よ
う
と
い
う
お
心
掛

け
の
方
は
、

リ
ス
ク
を
ご
勘

番
案
の
上
、
十
日
ま
で
に
お
寺

刊

に
電
話
連
絡
下
さ
い
。

定
例
法
座

③
ニ
月
十
一
日
(
月
)

午
僕

「
智
慧
あ
る
も
の
は
お
そ
れ
な
し
」

十毎輪時r 日月
新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために

STOP*

l感染拡大を防ぐために

国内では、散発的に小規模に複数の患者が発生している例がみられます。

この段階では、濃厚接触者を中心に感染経路を追跡調査することにより感染

拡 大 を 防 ぎ ま す 。

今重要なのは、今後の国内ての感染の拡大を最小限に抑えるため、

小規模な患者の集団(クラスター)が次の集団を生み出すことの防止てす。

l ※ 「 小規模患者クラスター」とは

〈感染経路の特徴〉 I感染経路が追えている数人から数十人規模の患者の集団のことです。

幸これまて〈こ国内で感染が明らかになった方のうちの8割の方は、他の人に

感染させていません。

幸一方、スポーツシム、屋形船、ヒュッフェスタイルの会食、雀荘、スキーの

ゲストハウス、密閉された仮設テントなどては、一人の感染者ヵ催数に感染
させた事例が報告されています。

このように、集団感染の共通点は、待(こ、

『換気が悪く』、 「人が密に集まって過ごすような空間」、 『不特定

多数の人が接触するおそれが昌い場所』てす。

i国民の皆さまへのお願い

◇換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団て集まる

ことを避けてください。

◇イベントを開催する方々は、届誦しの悪い空間や、人が至近距離で会話する

環境は、感染リスクが高いことから、その規模の大小にかかわらず、その開催

の必要性について検討するととちに、開催する場合には、風通しの悪い空間

をなるべく作らないなど、イベントの実施方法を工夫してください。

これらの知見は、今後の疫学情報や研究により変わる可能性がありますが、現時点て最朧と

考えられる注慧事項艶まとめたものです。

厚生労働省では、クラスターが発生した自治体と連携して、クラスター発生の早期探知、専門

軍チームの派遣、データの収集分析と対応策の検討などを行っていくため、国内の感染症の専

門家で構成ざれる「クラスター対策班」を設置し、各地の支援に取り組んでいます。

()厚生労働省 令和 2年 3 月 1 日版
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◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
学
校
は
休
校
、

普
段
通
り
の
生
活
が
送
れ
ず
不
安
な
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
ご
先
祖
さ
ん
方
の
サ
バ

イ
バ
ル
を
思
う
と
、
人
間
の
歴
史
上
こ
う
し

た
機
会
は
幾
度
と
な
く
訪
れ
て
い
た
わ
け

で
、
驚
愕
す
る
に
は
直
し
な
い
と
も
受
け
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
京
都
の
夏
の
風
物
詩

で
あ
る
「
祇
園
祭
」
も
ま
た
疫
病
神
を
な
た

め
る
た
め
の
神
仏
習
合
の
行
事
を
そ
の
起

源
と
し
ま
す
。
そ
の
祇
園
祭
も
明
治
時
代
に

は
コ
レ
ラ
の
流
行
で
一
一
回
中
止
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

⑬
細
菌
に
も
人
間
の
健
康
上
無
く
て
は
な

番

ら
な
い
い
わ
ゆ
る
善
玉
菌
が
あ
る
よ
う
に
、

刊

ウ
イ
ル
ス
も
人
間
の
生
存
に
欠
か
す
こ
と

が
出
来
な
い
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
る

月

事
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◎
ウ
イ
ル
ス
が
台
児
ぎ
守
っ
て
い
る
?
父

7
5
の
遺
伝
子
き
持
つ
胎
児
は
母
親
の
遺
伝

子
か
ら
す
れ
ば
異
物
に
な
る
の
で
、
免
疫
の

拒
絶
対
象
に
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
母

親
の
胎
盤
に
あ
る
細
胞
膜
は
リ
ン
パ
球
を

通
さ
ず
、
酸
素
や
栄
蜃
だ
け
を
胎
児
に
送
り

込
み
ま
す
。
実
は
こ
の
特
殊
な
細
胞
膜
は
人

に
内
在
し
て
い
る
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
作

り
出
し
て
い
る
と
い
う
事
が
一
一
〇
〇
〇
年

に
判
明
し
た
の
で
す
。

⑬
最
近
で
は
、
が
ん
細
胞
だ
け
に
感
染
し
増

殖
、
死
滅
さ
せ
る
ウ
イ
ル
ス
ぎ
使
っ
た
癌
治

療
法
も
臨
床
試
験
の
段
階
に
入
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
と
共

存
し
、
時
に
闘
い
を
繰
り
広
げ
る
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て
の
知
見
を
深
め
る
の
も
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ウイルスと

地球生命

山内一也

蒙

ん

と
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ゥ

ゞ

ル

ス

雪

幽

杷

篝

4

2

さ

廿

蕃

鳩
』
ヵ
一
蔽
r
ゥ
ィ
路
ス
カ

凱

刀

ガ

賢

わ

り

憤

す

『
ウ
イ
ル
ス
と
地
球
生
命
』

山
内
一
也
/
岩
波
書
店

◎
三
月
二
十
日
(
春
分
の
日
)

午
後
二
時
～
三
時
於
本
堂

日
程午
後
二
時
～

法
要

午
後
二
時
半
～
法
話

午
後
三
時
～
叛
恩
堂
納
骨
者
追
悼
法
要

※
ご
参
拝
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
善
巧
寺
ま
で
あ
ら
か
じ
め

電
話
連
絡
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


